






①本文は宮内庁書陵部蔵桂宮本重視の姿勢を貫き、可能な限り、改訂を避ける。②鑑賞は改訂を避けたことによって従来になかった本文が成立した箇所に重点を置く。③現代語訳 客観化され 逐語訳を目指し、予断に基づいた解釈を ない。
















































































　ある事情があって。 【解環】は、 「あるやうありて」を「あるようありて」に改め「所用があって」とするが、 「やう」のままで解
釈できる。 『蜻蛉日記』にはもう一ヶ所、 「さるべきやうありて、 雲林院にさぶらひし人なり」 （上巻 ・ 康保元年秋）がある。 「ようあり」の例は見あたらない。２、ものして
　やって来て。 『蜻蛉日記』に頻出する「ものす」の初出例。さまざまな動詞の代わりに用いて、動作を婉曲的に表現する。ここで
の「ものす」は「来る」の意 【解環】 、原田芳起氏（ 「蜻蛉日記私註㈡」 『平安文学研究』第十八輯、昭三一 ・ 五）は、兼家の訪問先を道綱母の留守宅とするが、 「ものして」は 上の「旅なるところにあるに」を受けるので 兼家がやってきたのは道綱母の外出先と考えられる。３、 「今日だに どかに思ひつるを、便なげなりつれば
･････ 」
　底本以外の諸本が「今日だにのどかにと思ひつ を」とする。 【注 】は「と」の誤脱とし、校訂諸本も「と」を補入している。






　【大系】が、引歌「山がくれ風にしられぬ花しあらばけふはすぐとも折りて ざさむ」 （好忠集・八○）を想定し、 【新釈】もこれ
にならう。しかし、 『好忠集』の諸本が四句を「はるは過ぐとも」とし、その場合「花」は桜と考えられるので、本場面の季節と重ならない。 【注解】が、道綱母 返歌が好忠歌に呼応しないことを指摘している。ここはあえて引歌を断定せず、 「山隠れ」を兼家らしい諧謔をこめた言葉ととっておく。６、消えかへり露もまだ干ぬ袖のうへに今朝はしらるる空もわりなし
　道綱母歌。 『後拾遺集』 七○○番歌に、 「けさはしぐるる」 で入集。 「しらるる」 は、 諸本が 「しぐるる」 に校訂する。従来は兼家歌の 「し
ぐる」に引かれて「しぐるる」と改訂されてきた個所だが、ここでは底本を重視し、 「しらるる」 、すなわち「我が身の上 思い知らされ との意味で解釈してみた 受動態 「しらる」 はいかにも我が身にひきつけた形態であり、 自己をはかないとする認識がクローズアップされてこよう。 我が身のはかなさを思いしらされる空模様」 が時雨模様であるこ は次 兼家歌 「しぐ 」 から推測でき、道綱母歌の解釈にも及ぼすことができ 。７、思ひやる心の空になりぬれば今朝は と見ゆるなるらむ
　兼家歌。 『後拾遺集』七三一番歌に、 「けさやしぐると」で入集。 【講義】をはじめ諸本が、 「心の空にな 」 「人を思う心が空
に立ちのぼり、空と同化して雨を降らせる」との俗信を注する 【注解】は、 「そうした発想の類型 認め得るに ても、この場合
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兼家の歌は、作者の歌の切実なうったえに対しておおまかな応答となっているところに、両者の微妙なへだたりを読みとるべきであろう」とする。道綱母 「消えかへり」 「露」 「干ぬ」との涙を強調した歌語の重なりに対し、兼家歌は「思ひやる」の一語簡単にまとめていて、その心情の差異は大きい。８、雨など降りたる日、 「暮に来む」など
　【全訳王朝】は、 「雨など降りたるひぐれに、来むなど」として、 「来む」のみを兼家の言葉とするが、兼家が時を明示したかたち
の、 「暮に来む」と解釈したい。 『後拾遺集』九○三番歌に、 入道摂政よがれがちに り侍る頃、暮にはなどいひおこせて侍りければいひつかはしける 　大納言道綱母」として次の「柏木の」歌があり、 「暮に来む」の解釈に拠っている。因みに、 『蜻蛉日記』には、「許されあれば暮に。いかが」 （中巻・天禄二年三月）がある。語釈９の道綱母歌、 「くれごとに」の「くれ」が、兼家の言葉に対応するとした方がつながりがよいことからも が適切と思われる。兼家の 暮れに行くよ」との言葉尻をとらえて不信の念を表出したと考えれば、 「柏木の」歌がいっそう活きてくる。９、柏木の森の下草くれごとになほたのめとや漏るを見る見る
　「漏る」は「雨が漏る」 「涙がこぼれる」の意で、柏木に守ってもらえずに雨に濡れる下草ほどと我が身を認識した道綱母の、涙
にくれる様子が表現されている。 「柏木の森 下草 表現として 『大和』二一段に、 「柏木の森 下草おいぬとも身をいたづらになさずもあらなむ」 「柏木の森の下草おいのよにかかる思ひはあらじ ぞおもふ 贈答がある。老いても見捨てな でほしいう女の歌 、老いてもそのような思 はさせないと男 応えている。素直に頼っ い 『大和』の女の歌 、道綱母歌 は夫への頼みがたさが強調されている。
10、返し、いと古めきたり
　次の道綱母歌についての評言。 「思ひあらばむぐらの宿にねもしなむひしきものには袖をしつつも」 （ 『伊勢』三段）の初句「思ひ
あらば」や、小町歌「いとせめてこひしき時はむば玉のよ 衣を返してぞきる」 （ 『古今集』 ・五五四）の「かへす衣」をそのまま
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踏んだ詠法では、自分の気持ちはとても表現し切れていないとのやや批判的な評。 『蜻蛉日記』にはもう一ヶ所、 「古めかし」の歌評がある。下巻天禄三年八月、道綱が大和の女に贈った歌、 「たぢまのやくぐひの跡を今日見れば雪の白浜白くては見し」に対し、女は「昨日のはいと古めかしきここちすれば」との理由で返 をしていない。また、 「亭子院歌合」三番 判詞に、 「右、古めきたりとて負くるなり」とある。道綱歌は「古めかし」い歌柄によって返歌を拒 れ、 「歌合」では「古め」いていることを理由に負けが判じられてい 。いずれの例も、 「古めく」歌にはマイナス評価がなされている【鑑賞】
　結婚成立直後の本場面には、求婚場面にひき続き、道綱母と兼家との贈答がくりかえされている。しかし、兼家求婚時の、切り
返す女歌と懇願する男歌の丁々発止 贈答に見られた道綱母の明快な躍動感は、もはや描か な 。兼家からの贈歌や返歌の省略が繰り返し記されてい こ や、兼家との贈答 微妙なずれからは、道綱母の不充足感が感じ取れる
　道綱母の「消えかへり」歌には、 「しらるる空」すなわち、我が身の上が思い知らされるような空模様、との切ない心情が表現さ
れている。底本どおり「しら る」と読むことによって、 「ものは な」い我が身を痛感している道綱母像が浮上してこよう。
　また、兼家が訪れを怠った言い訳 ように、 「暮に来む」と言ってくるが、 「暮に来む」は兼家のみ らぬ男たち 常套句である。
兼家も常々口にしながらも約束を違えていたらし こ が、 「くれごとになほたのめとや」との皮肉めかした訴嘆からはうかがえる兼家がこの道綱母歌に返歌をせずに直接出向 てきたことが、 「まぎ は つ」と認識され いる。いかにも返歌を待っていた書きぶりで、道綱母が歌の贈答をどれほど重んじていたかというこ であろう。
　この場面には二度の道綱母不在が記され、それに対する兼家の不本意さが述べられ い 。また、返歌のかわりに兼家自身で道



























いとあはれなるほとなり人はまたみなるといふへきほとにもあらすみゆることはたゝさしくめるにのみありいとこゝろほそくかなしきことものににすみる もいとあはれにわするましきさまにのみかたらふめれと人のこゝろはそれにしたかへきかはとお へはたゝひとへ かなしうこゝろほそきことをのみおもふいま てみ いて つひになりてゆく人 せきへぬまてありとまる人はたまいてい かたなくかなしきにときたかひぬるといふま もえ やらす又み るすすりにふみを しまきてうちいれて又ほろ
とうちなき













　諸注釈は吉田幸一博士蔵本などに従い、 概ね「見ゆるごとに」と改訂して、 「逢うたびに」の意に取る さらに「父」にあうか、 「兼








　「めり」は、 視覚に基づいて推測したことを表す が原義。ここでは、 兼家の言動を記すのに使われ、 めれど」という逆接の形で、
下にその言動に対す 道綱母の反発や不信感を表す 「天下の猿楽言を言ひ のしらるめれど、ゆめにものも言はれず、涙のみ浮けれど、念じかへしてあるに」 （中巻・天禄二年六月）も、同様の表現となっている。６、ゆく人もせきあへぬまであり
　「ゆく人」は下の「とまる人」に対応して、旅に行く父のことを指す。離別の場面によく用いる言い方らしい。たとえば、姉との




なるゝ」 、②「又みなき」 、③「又みずなき」 、④「又こゝなる」 、⑤「かたみなる」 、⑥「かたへなる」 。その中、⑤と⑥は「またみなる」の仮名書きから推測されたものであり、特に⑥が書写転化の点から見て妥当な案と考えられ、多くの注釈書に採用されたらしい。しかし、 「かたへ」の用例を検証すれば 「かたへはこれより帰りて 『清水に来つ 』と おこなひやりなどすなり」 （中巻・天禄元年六月）のように、 「一部分 や「片方」の意に取っているのが多数で、⑥の解釈に近い用例が見当たらないのである。一方関根慶子氏は底本のままで み を硯箱の ふた（蓋） 」に対する「み（身） と解し、 『古今集 「ゆふづくよおぼつかなきを玉匣ふたみの浦はあけてこそ見め」 （四一七）などを挙げて、 地名の「二見」に箱 「ふた」と「み」をかけたものと見られることから、日記の「 なる硯」が硯箱 身だと主張している（ 「蜻蛉日記評釈・二」 『国文学』学燈社、昭三一 ・ 一一） 。ここでは底本重視の方針に基づき、関根氏の説を採択することにした。８、しばしは見む頃もなし
　諸注釈はほぼ底本の 「ころ」 を 「こころ」 と改訂している。本日記では書写が原因で 「ころ」 と 「こころ」 の混同は何例か認められるが、















いる父親のことが詳しく描かれてい も の、旅路や赴任先で父の生活がどうなるかという娘の思いやりが続く第七段の一ヶ所からしか読み取れていない（第七段語釈７を参照） 。作者道綱母は単に父との別れそのものを記すわけではなく、新婚早々から兼家妻としての不安定な立 に ことを実感した気持ちを表出するためにこの離別を描いている であろう。 「人はまだ見馴るといふべきほどにもあらず…いと心細く悲しき」や、 「人の心はそれにし がふべきかは 思へば、ただひとへに悲しう心細き」と繰り返し強調しているように、父との別れを惜 むのは確かだが、兼家 言動 触発されて、彼 のはかない仲を父と 離別により一層際立たせることが表現の中心になっているといえよう。
　また、この部分に「見る」 、 「見ゆ」とその複合語による視覚的な表現が頻出している点にも注意したい。もっとも語釈で触れた































【翻刻本文】　　　みるへき人みよとなめりとさへおもふにいみしうかなしうてありつるやうにをきてとはかりあるほとにものしためりめも見あはせすおもひいりてあれ なとかよのつねのことにこそあれはとかうしもあるはわれをたのまぬなめりなともあへしらいすゝりなるふみをみつけ あ れ いひてかてのところに
　　われをのみたのむといへはゆくすゑのまつのちきりもきてこそはみめ






































































































































































































































































































































などと思い悩むうちに、信じられないことに、十月下旬に、三夜打ち続 て現れな 日々がある。平然として、 「暫く自分を試している間に」などと、怪しげだ。【語釈】１、正月
　底本「正月」の漢字表記。 「むつき」と読む確証は い。原田芳起氏に拠れば、 「しやうぐわち」 「 つぐわち」の音読もあり得 。
など思ふほどに、




   しばしこころみるほどに」 など、













　鶯に道綱母自身を喩える。 「うぐひす」の「う」 、または「うぐ」に、 「憂」 「憂く」をかける。 「梅の花散るてふなへに春雨のふり
いでつつ鳴く鶯の声」 （ 『後撰集』 ・春上・四〇）に拠る。５、返りごとあり
　底本は四段下げで書いてあり、日記の地の文というよりは、和歌集の詞書のごとき体裁。なお、第四段（ 「新潟産業大学人文学部
紀要」第二十号）参照。６、うぐひすのあだにて行かむ山辺にも鳴く声聞かば尋ぬばかりぞ
　二句「あたにてゆかん」がやや熟さない。 【新大】 【岩 】が「あだに出ゆかん」とするのは、 「鶯出
レ谷」の観念との関わりから。
「鶯出
























　ここでは「怪しい」の意。あまりに愚かしい言い訳に対する批評。【鑑賞】　ここは道綱の出産を挟んで前後の記事。主人公の人生の中で最も幸せだったはずの一時期が、出産を境に一気に暗転してゆく文脈は、 極めて印象的なものであろう。これ以降、 この新たな女性の出現によって、 兼家とのぎくしゃくした関係が続く。その人とは、言うまでもなく、町小路女である。
　この章段はそこへ至るまでの急展開を簡潔な筆致の中に見事に描ききっている。前半部分の「知られねば」の歌は、自分の懐妊
を知る前のもの。一見相手の不実をなじ かのような趣旨だが、地の文において、兼家の訪れのなかった が「二三日」だと明かされてい 点には注意が必要であろう。わずか「二三日」の無沙汰を特筆せねばならないほど、当時の兼家が主人公の許へいそいそと通っ た事実が分かると同時に、それを「知られねば と不満顔で訴える主人公には傲慢とさえ思えるほどの甘えぶりが見て取れる。この頃の彼女は、大切にされるのが当たり前だと思っている。だからこそ、二三日の空白 責め 材料になる。
　そのような幸福一杯の中で生じる道綱の懐妊と出産。それが本段 中盤の話題である。察するに、この時の主人公の喜びの大き





を物色する悪癖を持つらしい」と、この件を兼家の奇癖に還元するが、この行動に走る時こそが摂関期きっての権勢家である歴史上の藤原兼家の面影 垣間見せる瞬間であったろう。これは持ち前の好色性ゆえというよりは、将来の摂政関白を目指して、手持ちの駒である息子や娘を一人でも多く儲けたい意欲の現われなのである。その意味で、本段の兼家の動きは、恐らく計算ずくであった。が、そんな兼家が手紙 箱の中に置いていくドジを働くのは解せない。思うに、これはわざとなのではなかったか。八月下旬の出産で、 九月に発覚という流れは、 あまりに出来すぎているからである。だから れは兼家が一芝居打ったに違いないと見える。具体的には、男の子 手にした道綱母が自分から離れてゆくことはないと確信した兼家 彼女の足元を見 本人 置かれた現実を知らしめたのではないか、 と考えるのであ 。政治家の兼家らしい、 冷徹で老獪なやり方だが、 そう た手 内とも知らずに、 「見てけりとだに知られむと思」って歌を送りつける主人公は、 かにもまだうら若い女性らしく、純情で、けなげで、かわいらしい。
　一月あまりを経て、事態は「三夜しきりて見えぬ時あり」という方向に進展する。三日夜通いが成立したということは、兼家は
遊びでなく、本気な である。それは主人公にとって強力なライバルの出 を意味していたが、そのことを作品は「心得なう」と表現する。この「心得 」 他作品にも用例がなく、意味が定まってい い。 【全講】 「一応『心得ず』の意として、ど したわけかと解してお 」とし、 【全対訳】 【ほるぷ】は「不審なことにも の訳をつける。わざわざこ が歌で釘を刺したのに、それでも三日夜通いを強行した兼家の態度が 主人公には理解できないのであ 。今まで何 も言う を聞いてくれていたはずの夫の急激な変節に、俄かに意識が追いついていけなか たのであろう。しかし、それは当時 貴族男性 してはごく標準的な態度であり、今までの蜜月の方が、むしろ不自然だった。 男性 普通の行動に戸惑うあたり 、こ 当時の主人公の若さの所以があった。道綱母にとっては痛切極ま ない事件として映ってい 町小路女 出現は、その実、彼女の人生全般にとっては欠 すことのできない必須の通過儀礼だったわけである。
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〔注釈書略称一覧〕【全訳王朝】 『全訳王朝文学叢書 　かげろふ日記 　十一巻』吉沢義則（王朝文学叢書刊行会・大正一四）【解環】国文註釈全書『蜻蛉日記解環』坂徴（すみや書房・昭四三）【補遺】未刊 古註釈大系『かけろふの日記解環補遺』田中大秀（清文堂出版・昭四三）【講義】 『蜻蛉日記講義』喜多義勇（至文堂・昭一九）【大系】日本古典文学大系『かげろふ日記』山口久雄（岩波書店・昭三二）【新釈】 『かげろふの日記新釈』次田潤・大西善明（明治書院・昭三五）【全講】 『全 蜻蛉日記』喜多義勇（至文堂 昭三六）【注解】 「蜻蛉日記注解 （一）～（九十九） 」秋山虔・上村悦子・木村正中（ 「解釈と鑑賞」昭三七 ・ 五～昭四六 ・ 三）【全注釈】 『蜻蛉日記全 釈 　上・下』柿本奨（角川書店・昭四一）昭三七 ・ 五～昭四六 ・ 三【角川】角川文庫『 』柿本奨（角川書店・昭四二）【校注】校注古典叢書 上村悦子（明治 院・昭四三）【抄】 『かげろふ日記抄』三宅清（私家版・昭四三）【全書】日本古典 書『新訂蜻蛉日記』喜多義勇（朝 聞社・昭四四）【新注釈】 『蜻蛉日記新注釈』大西善明（明治書院・昭四六）【全集】日本古典文学全集『蜻蛉日記 伊牟田経久・木村正中（小学館 八【全評解】 『かげろふ日記全評解』村井順（有精堂・昭五三）【対訳】対訳日本古典新書『かげろふ日記 増田繁夫 創英社・昭五三）【学術】講談社学術文庫『蜻蛉 　上・中・下』上村悦子（講談社 五三【総索引】 『かげろふ日記総索引』佐伯梅友・伊牟田経久（風間書房 六【集成】新潮日本古典集成『蜻蛉日記 犬養廉（新潮社・昭五七）【解釈大】 『蜻蛉日記解釈大成 　一～九』上村悦子（明治書院・昭五八～平七）
蜻蛉日記注釈試案（二）
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【ほるぷ】 『蜻蛉日記』増田繁夫（ほるぷ出版・昭六一）【新大】新日本古典文学大系『蜻蛉日記』今西祐一郎（岩波書店・平元）【新全】新編日本古典文学全集『蜻蛉日記』伊牟田経久 木村正中（小学館・平七）【岩文】 『蜻蛉 記』今西祐一郎（岩波書店・平八）【新角】角川ソフィア文庫『蜻蛉日記Ⅰ・Ⅱ』川村裕子（角川書店・平 五）
【執筆者以外の蜻蛉日記分科会メンバー】入江尚敬、宇留田初美、大津直子、奥山倫幸、姜椿姫、斎藤菜穂子、柴村抄織、 （故）標宮子、周静、中村成里、針本正行、松島毅、本橋杏子、山下太郎、山本真理子。■執筆者一覧
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